
様式 C-7-2

自己評価報告書

平成 21 年 3 月 31 日現在

研究分野：農学

科研費の分科・細目：農芸化学・植物栄養学土壌学

キーワード：ダイズ、根粒、窒素固定、硝酸、葉、根、根粒超着生変異株、根粒形成自己制御

１．研究計画の概要
ダイズの親株と根粒形成自己制御作用が

欠損または低下している根粒超着生変異株
を用い、根粒の硝酸に対する阻害作用を詳
細に比較するとともに、阻害との関連が予
想されているアミノ酸、糖、硝酸、植物ホ
ルモン、タンパク質、RNA 等の植物成分
を詳細に分析し、根粒形成制御と硝酸阻害
の硝酸阻害の相互関係を明らかにする

２．研究の進捗状況
(1)水耕培養液に、アンモニア、グルタミンな
どを添加し、硝酸同様に、根粒の生長と窒素
固定活性の急速かつ可逆的阻害が確認され
た。したがって、硝酸による特異的阻害では
なく、窒素栄養による阻害であることが示さ
れた。主根の伸長は、硝酸添加で根粒同様、
急速かつ可逆的に阻害されたが、側根の生長
は硝酸添加で促進された。
(2)米国の品種 Williams から誘導された
NOD 根粒超着生変異株では、葉身の生長が、
早い時点で停止することを発見した。1 枚の
葉身あたりの細胞数が減じていることから、
根粒形成抑制と葉の細胞分裂との関連が示
唆された。日本の品種エンレイとその根粒超
着生変異株 En6500 の形質を比較した。根粒
菌接種の有無と培地への硝酸供与の有無で
水耕栽培し、両者の生長を比較した。播種 18
日後の主根長では、エンレイは、栽培条件に
関わらず、約 40-50cm と大きな差が見られな
かったが、En6500 では、根粒菌非接種、無
窒素では、53cm とエンレイを凌駕したが、
根粒菌接種や、硝酸供与条件では、主根の伸
長が約 30cm と抑制された。En6500 の葉身
の大きさはエンレイより小さく、NOD 変異

株と同様な結果を示した
(3) 根粒超着生変異株の原因遺伝子 NST1 は、
アラビドプシスの茎頂分裂組織の形態形成
に関与する CLAVATA1 と高いホモロジーが
あ る こ と が 示 さ れ て い る こ と か ら 、
CLAVATA1 と結合すると予想されるペプチ
ドを合成し、Williams と NOD1-3 の葉柄か
ら葉身に蒸散流で投与し、根粒形成への影響
を調べた。結果的に、根粒形成への影響は認
められなかった。
(4)根の生長に対する影響を、水耕栽培
Williams の根で観察した。主根の伸長につい
ては、根粒同様に、硝酸を投与するとすぐに
伸長が抑制され、培地から硝酸を除去すると
すぐに回復した。一方、側根の伸長は、硝酸
を培地に与えた方が促進された。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している

（理由）
これまで、当初計画に対して、まだ、実施さ
れていない部分もあるが、国際学会での発表
や、投稿論文、著書などで主要な成果を発表
しており、全体としては十分な達成度が得ら
れている。

４．今後の研究の推進方策
最終年度を迎え、さらなる研究を推進する。

特に、感染後に採取した導管液を葉柄から与
え、根粒形成に対する抑制効果を調べ、もし、
阻害効果が見られたら、その原因物質（感染
シグナル）を単離し構造決定を行う。また、
マイクロアレイを用い、根粒菌接種と、硝酸
投与時の、遺伝子発現を網羅的に解析する。
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